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トロント大学 John P. Robarts Research Library（コーディネート：Margaret Wall） 
・概要         Julie Hannaford (Associate Librarian) 
・館内ツアー   Margaret Wall (Communications Librarian) 
・資料の電子化 Gabe Juszel (Scanning Coodinator, Internet Archive) 
・e-resourceについて 
Peter Clinton (Director, Informatin Technology Services) 
・ゾーニングと開館時間延長について 
Alfred Cheng (Chief Administrative Officer, Finance & Admin)  
Lari Langford (Head of Access & Information Department) 
 
クイーンズ大学 Stauffer Library（コーディネート：Michael Vandenburg） 
・館内ツアー   Nathalie Soini (Learning Commons Coordinator) 
                Michael Vandenburg (Division Head of Discovery Systems) 
・蔵書構築とe-resourceについて 
Jane Philipps (Collection Development Coordinator) 
Wayne Jones (Division Head of Collection Development & Electronic 
Resource Management) 
 Sharon Musgrave (Division Head of Collections Management and 
Services) 
・利用者サービス、開館時間延長サービス 
 Sharon Murphy (Division Head of Academic Services) 
・図書館システム、Webサービス 
Michael Vandenburg (Division Head of Discovery Systems) 
・特殊コレクションと電子化 




 Marie-Josée Tolszczuk (Manager, Reference Services) 
・資料の電子化 Carrie Alexander (Acting Manager) 
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・資料保存     Suzanne Pagé-Dazé (Tours and Visits Coordinator) 
 
CANADIANA（コーディネート：Ronald Walker） 
・資料の電子化 Ronald Walker (Executive Director) 
Judi McNeil (Production Coordinator) 
William Wueppelmann (Manager, Information Systems) 
 
オタワ大学 Morisset Library（コーディネート：Maryse Laflamme） 
・利用者サービス、開館時間延長 
Hélène Carrier (Director) 
Maryse Laflamme, (Head, Reference Service) 
・館内ツアー   Paul-Cezar Tanase (Information Literacy Library Specialist) 
・資料保存     Lucie Desjardins (Archivist, Archives and Special Collections) 
 
マギル大学 Humanities & Social Sciences Library（コーディネート：Bruna Ceccolini） 
・図書館のデザインと利用者サービス 
Diane Koen (Associate Director, Planning and Resources) 
・資料の電子化 Louise O'Neill (Associate Director, Library Technology Services) 
        Amy Buckland (eScholorship, ePublishing & Digitization Coordinator) 
















ス拠点がオンタリオ州オタワにある Library and Archives Canada であり、そこから車で
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提供と一部オープンアクセスを開始した。2006 年に CARL（The Canadian Association of 
Research Libraries）の中に「AlouetteCanada」が発足。2008年に CIHMと AlouetteCanada
が合併して CANADIANAが発足した。 
資金は政府からの補助と、ECOの購読料などからまかなわれている。 
Board of Directors は permanent member が Bibliothèque et Archives nationales du 
Québec、CARL、カナダ国立図書館・文書館であり、他のメンバーは年 1 回の定例会議で選
挙で決定される。今回訪問する中ではトロント大学とオタワ大学が入っている。 
 ホームページ上では住所が「440 Laurier Avenue West」となっていたが、今回訪問した















Social Sciences Libraryは規模・利用ともにその中でも最大で、McLennan Library Building
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ーナーでは「Canada’s UFOs: The Search for the Unknown」（UFO に関する行政文書を掲
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載している）や「Life of a Rock Star」（あたかも音楽のロック・スターを紹介するよう
な見せ方で、初めてカナダの鉱物資源について調査した調査団の記録を紹介している）な
ど、思わずクリックしたくなるようなコンテンツが多数含まれている。また、今回は見学





















































































































































































































学習室 24も、図書館閉館前の午後 9時ごろから午前 1時ごろまではほぼ満席となり、それ
以降は在室者がぐっと減る。そして午前 9 時の閉室前の時間帯になると、登校してきた学
生たちでまた利用が増える傾向にある（2010年 12月下旬に観察）。これは訪問先の図書館
で聞き取った利用人数の傾向と一致する。つまり、24 時間通しての開館をせずとも、前後
に時間を延長すればある程度の学生のニーズにこたえられる可能性があると考えられる。 
また、いずれの図書館も試験中は学習の場の確保に力を注いでいる一方、休暇中には開
館時間の延長サービスは行っていなかった。附属図書館も同様に 2010年度には試験期間に
限って土・日曜日の開館時間を延長している。これらのことを考えると、需要の高い時間
帯・時期を検討し、そこからまずサービスを拡げていくことが、限りある予算を有効に使
い、かつ学生のニーズを満たす上で非常に重要であるという。 
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さらに、今回の訪問では学生の学習・研究にはスペースの提供と同時に PCが欠かせない
ものであり、夜間の開館延長の時間帯でも高い需要があることを実感した。これについて
は次項で述べる。 
 
[館内施設・設備について] 
 図書館の学習スペースの確保のためには増築または書架を減らすというのが考えられる
方法である。しかし附属図書館は既に 2008年の改修で書架の整理と事務スペース削減によ
る閲覧スペースの拡充を行ったばかりであり、これ以上のスペース拡充は物理的に非常に
困難であると考えられる。他には遠隔書庫を設置し資料を移動させるという方法が考えら
れる。しかし、50 万冊収蔵可能な書庫を学外に設置したオタワ大学での事例から、資料の
選定には図書館員の慎重な判断とそのための十分な時間とが必要であること、また請求さ
れた資料をすぐに利用者に提供するためのシステム作りが重要だと再確認させられた。 
 また、単にスペースの広さだけでなく、現在の学生の多様な学習形態に対応しているこ
とも重要である。つまり、１人で集中して学習できる個人キャレルがある一方でグループ
ディスカッションのできる場所があり、本を広げることのできる閲覧机がある一方で十分
な PC席と関連機器とがあり、また持ち込みのモバイル用に電源と無線 LAN環境が整備され
ている必要がある。特に、先に述べたとおりPC環境については図書館の提供するe-resource
が増えていること、レポート執筆にあたっても資料収集から本文作成まで PC上で行う必要
があることなどから、学生の需要が高いことは間違いない。現在学習室 24では無線 LAN環
境以外に PC 関連機器の提供は一切していない。モバイルパソコンを持参している学生も多
いが、プリントアウトは一切できない状況である。また、附属図書館内でも基本的には建
物北側でしか無線 LAN が使用できない上、３階情報端末エリアのプリンターは土・日曜日
と祝日には稼動していない。しかし、授業資料の出力や、提出レポートのプリントアウト
など、プリンターの使用に関する利用者からの要望は根強い。ただ、現状として附属図書
館の情報端末エリアはあくまでメディアセンターのサテライトであり、単独で PC環境を提
供しているわけではない。そのため、TA の配置がない分管理が難しいという側面がある。
できることならば、図書館として利用者スペースを確保・整備するだけでなく、全学の図
書館・室とメディアセンターとの協力体制をより強化し、無線 LAN を広く整備する、他の
ＯＳＬとの兼ね合いを考えながら土・日・祝日もプリンターなどの機器が利用できる場所
を最低１箇所は確保するなど、利用者の利便を図るための工夫を考えていきたい。 
 
[ゾーニングと飲食・ノイズポリシーについて] 
 ノイズレベルのゾーニングに関しては、静寂を好む利用者もディスカッションを必要と
する利用者もいずれも存在することから、物理的に明確にそれらを区切ることが一番重要
だと感じた。見学して非常に明快であったのはオタワ大学で、ディスカッション可能なフ
ロアから禁止のフロアへと１階分移動しただけで耳に入る音の大きさが全然違っていたの
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が印象的だった。逆に、図書館中央に吹き抜けのあるクイーンズ大学ではどうしても声が
他フロアにまで響いてしまうという問題があり、建物の構造をふまえたうえでの区画分け
が必要であると感じた。 
 また図書館内の飲食については、どの図書館でもある程度実情に沿ってポリシーを決め
て運用しているようであった。おおむねフタつきの飲料は認められており、閲覧席を見渡
しても多くの生徒がボトル飲料やフタ付き紙コップ入りのコーヒーを持ち込んでいた。一
方で、食品については持込みを認めていない、または制限している２種類のケースがあっ
た。部分的に認められている図書館では多くの利用者が机上にスナックなどを広げていた
ほか、認めていない図書館であっても食べ物を持ち込んでいるケースがあり、ツアー中に
スタッフが注意している光景も見られた。 
ルールを作ってもそれを浸透させることの難しさを改めて感じる反面、学生が長時間図
書館内で学習をしていること、ペットボトルや水筒が普及していることを考えて、利用者
の声も取り入れた飲食ポリシーの見直しをしてみることも必要ではないかと感じた。いず
れの場合もルールの設定やゾーン分けはわかりやすいものである必要がある。またサイン
や掲示物、web上での案内など、それらを利用者に知らせるための工夫をし、また運用開始
後も職員の気がつく範囲であっても声掛けをするという取り組みが必要である。 
 
 
